
令和元年度〔第３四半期〕随意契約の結果（５００万円以上の工事、物品、委託）
琵琶湖環境部

（注）※１、※２の説明

下水道課 琵琶湖流域下水道湖
南中部浄化センター
建設工事委託
(R01GS17-30)

湖南中部浄化セン
ター建設工事

令和元年12月25日 ～ 令 和 2 年 7 月 31 日 日本下水道事業団 71,000,000 下水道事業団は地方公共団体が出資して設立
された地方共同法人で、多種にわたり高度な技
術を要する下水道事業の計画から維持管理まで
を官業代行できる唯一の団体であるため。

＊債務負担行為を含む契約

2 3イ

琵琶湖・環境
科学研究セン
ター

琵琶湖流域における
物質循環の円滑さの
現況評価業務委託

琵琶湖における物質
循環の円滑さの現況
評価業務

令和元年10月9日 ～ 令 和 2 年 3 月 31 日 パシフィックコンサルタ
ンツ株式会社滋賀事務
所

6,193,000 今回、機能拡張しようとするモデルを過去に作成
し、プログラムの設計図を有する唯一の事業所
であるため

2 3イ

自然環境保全
課

ニホンジカ広域管理捕
獲実施事業業務委託

ニホンジカの捕獲業務 令和元年12月10日 ～ 令 和 2 年 3 月 20 日 特定非営利活動法人
Ｈ・Ｗ・Ｅ

7,645,000 当該事業の遂行には、変化するニホンジカの行
動状況に対応して、多様な現場対応力が必要で
あり、調査手法のすべてを前もって特定して設計
することは困難である上、対応力等の優位をつ
ける具体的かつ客観的な評価基準は定まってい
ないため、競争入札に適しないことから、プロ
ポーザル方式により相手方を選定したため。

2 4

自然環境保全
課

イノシシ広域捕獲実施
業務委託

イノシシの捕獲業務 令和元年12月2日 ～ 令 和 2 年 3 月 25 日 滋賀県野生イノシシ豚
コレラ経口ワクチン対
策協議会事務局

10,000,000 国の「豚コレラまん延防止のための野生イノシシ
対策」に基づき、野生イノシシ捕獲重点エリアに
おける捕獲強化のため、捕獲を実施するもので
あるが、捕獲の実施に関しては、同時に実施す
る野生イノシシへのワクチン散布の状況等を考
慮し並行して実施することが必要である。県内の
ワクチン散布は同協議会で実施されるものであ
り、その状況等は同協議会のみが知りうるもので
あることから、他に代替しうるものがいないため。

2 3イ

森林政策課 「森林評価測定士」育
成支援業務委託

「森林評価士」育成業
務委託

令和元年10月1日 ～ 令 和 2 年 3 月 25 日 滋賀県森林組合連合
会

5,314,100 出荷材の選別や品質に責任をもって県産材の販
売が行える人材を育成するものであるが、他府
県の木材生産状況や需要動向等の情報収集、
出入荷量調整は各府県の森林組合連合会間の
連携上に成り立っているところが大きく、また、県
内各森林組合を取りまとめる唯一の団体であ
り、他に代替しうるものがいないため。

2 3イ

根拠
法令
※１

適用
類型
※２

表頭欄の「根拠法令」（※１）は、随意契約ができる場合について規定している地方自治法施行令第１６７条の２第１項の１号から９号のうち該当する号を記入し、２号の場
合（性質又は目的が競争入札に適しないもの）については、「適用類型」（※２）に厳格な運用を図るために県が作成した７類型のうち該当するものを記入しています。
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根拠
法令
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適用
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※２
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湖北森林整備
事務所

令和元年度 第1号
県営林経営管理事業

間伐、作業道新設等 令 和 1 年 10 月 4 日 令和1年12月23日 滋賀北部森林組合 11,660,000 一般競争入札に付し、再度の入札を行ったが、
落札者がいなかったため。
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